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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基準面と、該基準面に対して平行移動可能な幅決めガイドとの間に、異なる幅の複数種
類の原稿を載積して給紙する給紙装置であって、
　原稿送り方向と直角の方向に対してローラ軸が傾斜するとともに載積された原稿に当接
する繰込ローラと、該繰込ローラによって繰り込まれた原稿を次工程に給紙する送りロー
ラと、該送りローラに相対向する位置に設けられた分離ローラとを備え、
　前記繰込ローラは、該繰込ローラのローラ軸と平行な方向に摺動可能に前記基準面側に
付勢され、該繰込ローラの下流側に、該繰込ローラとともに搬送中の原稿に接触するとと
もに該繰込ローラよりも速い速度で原稿と接触するローラを設け、前記原稿が前記送りロ
ーラに到達すると、前記繰込ローラは、徐々に前記基準面から離れる方向に摺動し、該原
稿の後端が該繰込ローラを通過すると、該繰込ローラは前記基準面に近接する方向に摺動
して初期位置に戻ることを特徴とする給紙装置。
【請求項２】
　前記繰込ローラよりも速い速度で原稿と接触するローラを、前記送りローラとしたこと
を特徴とする請求項１記載の給紙装置。
【請求項３】
　前記繰込ローラは、該繰込ローラと、該繰込ローラの保持手段との間に介装された圧縮
ばねによって、前記基準面側に付勢されることを特徴とする請求項１または２記載の給紙
装置。



(2) JP 4472203 B2 2010.6.2

10

20

30

40

50

【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、給紙装置に関し、特に、ファクシミリ装置や複写機等に使用される給紙装置に
関する。
【０００２】
【従来の技術】
ファクシミリ装置や複写機等に付設されている従来の給紙装置は、図５に示すように、原
稿を繰り込むための繰込ローラ１と、原稿の送り方向に回転する送りローラ２とを備え、
送りローラ２へは、駆動源としてのモータから歯車等を介して駆動力が伝えられ、繰込ロ
ーラ１の駆動力は、送りローラ２の歯車２８を介して、歯車２９、３０によって伝えられ
る。
【０００３】
この給紙装置は、セットされた原稿を一枚一枚傾斜させずに直進性を保って搬送する必要
がある。しかし、主走査方向４０に幅が異なる複数枚の原稿をセットした場合には、幅決
めガイド３によって原稿の直進性を維持することができるのは、最も幅が広い原稿８のみ
である。従って、幅決めガイド３と基準面４の間隔よりも幅の狭い原稿９は、原稿９のセ
ット時や繰り込み時に傾いてしまう場合がある。
【０００４】
また、繰込ローラ１は、最も幅の狭い原稿３１を考慮して、原稿幅の中央ではなく、基準
面４側に寄った位置に配設されているため、原稿９の繰り込み時に、矢印１６方向にモー
メントが発生し、原稿９の先端側が方向１７に傾斜することが多い。
【０００５】
上記現象を防止するため、従来は、繰込ローラ１を主走査方向４０に対して傾斜させて実
装し、繰込方向１８に繰り込むことによって原稿９の傾きを補正していた。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
しかし、上記従来の給紙装置においては、原稿の傾きに対する補正量は、繰込ローラ１の
傾きにのみに依存している。一方、繰込ローラ１を傾けた分だけ原稿９は斜めに供給され
るため、特に薄い原稿の場合には、通紙性を損なうという問題があった。すなわち、従来
は、薄い原稿の通紙性を損なわずに原稿の傾きの補正力を必要なレベルまで上げることが
非常に困難であった。
【０００７】
そこで、本発明は上記従来の給紙装置における問題点に鑑みてなされたものであって、薄
い原稿の通紙性を損なうことなく、必要な補正力を設定することができる給紙装置を提供
することを目的とする。
【０００８】
【課題を解決するための手段】
　上記目的を達成するため、本発明は、基準面と、該基準面に対して平行移動可能な幅決
めガイドとの間に、異なる幅の複数種類の原稿を載積して給紙する給紙装置であって、原
稿送り方向と直角の方向に対してローラ軸が傾斜するとともに載積された原稿に当接する
繰込ローラと、該繰込ローラによって繰り込まれた原稿を次工程に給紙する送りローラと
、該送りローラに相対向する位置に設けられた分離ローラとを備え、前記繰込ローラは、
該繰込ローラのローラ軸と平行な方向に摺動可能に前記基準面側に付勢され、該繰込ロー
ラの下流側に、該繰込ローラとともに搬送中の原稿に接触するとともに該繰込ローラより
も速い速度で原稿と接触するローラを設け、前記原稿が前記送りローラに到達すると、前
記繰込ローラは、徐々に前記基準面から離れる方向に摺動し、該原稿の後端が該繰込ロー
ラを通過すると、該繰込ローラは前記基準面に近接する方向に摺動して初期位置に戻るこ
とを特徴とする。
【０００９】
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そして、本発明によれば、繰込ローラのローラ軸が原稿送り方向と直角の方向に対して傾
斜しているため、原稿を基準面に沿わせるように繰り込むことができる。また、該繰込ロ
ーラのローラ軸と平行な方向に摺動可能に前記基準面側に付勢されているため、原稿搬送
中に、繰込ローラの下流側に位置し、繰込ローラよりも速い速度で原稿と接触するローラ
と原稿との接触が解除された時に、繰込ローラによって原稿先端側の側端部を基準面４側
に押し戻して原稿の傾斜を補正することができるため、薄い原稿の通紙性を損なうことな
く、必要な補正力を設定することができる。
【００１０】
　上記構成において、前記送りローラを、前記繰込ローラよりも速い速度で原稿と接触す
るローラとしてもよい。また、繰込ローラと該繰込ローラの保持手段との間に介装された
圧縮ばねによって、繰込ローラを基準面側に付勢するように構成することができる。
【００１１】
【発明の実施の形態】
次に、本発明にかかる給紙装置の実施の形態の具体例を図面を参照しながら説明する。
【００１２】
図１及び図２は、本発明にかかる給紙装置の一実施例を示し、この給紙装置は、原稿束７
を一枚毎に分離する分離ローラ１９と、分離ローラ１９と接触し、原稿の送り方向に回転
する送りローラ２からなる原稿分離部と、この原稿分離部に原稿８、９、３１を繰り込む
ための繰込ローラ１からなる。また、給紙部から先は、搬送ローラ２０、２２と、読取部
２１に配置された読取ローラ２３と、読み取りが終了した原稿を装置の外部へ排出する搬
出ローラ２４とが設けられる。
【００１３】
上記各ローラの駆動力は、駆動源としてのモータから歯車等を介して伝えられる。繰込ロ
ーラ１の駆動力は、送りローラ２の歯車２８を介して、歯車２９、３０によって伝えられ
る。
【００１４】
繰込ローラ１は、繰込ローラ支持部６に支持され、最も幅の狭い原稿３１を考慮して、基
準面４側に寄った位置に実装され、さらに、原稿９を送り込む際には、原稿９の先端側端
部を基準面４に寄せるために、原稿送り方向４１と直角の方向に対してローラ軸が傾斜し
ている。また、繰込ローラ１は、繰込ローラ１自身の軸と平行な方向に摺動範囲を有して
おり、通常は、圧縮ばね１２によって基準面４側に押圧されている。
【００１５】
送りローラ２は、繰込ローラ１の下流（原稿の搬送方向）側に実装され、軸５を中心に回
転し、送り速度は繰込ローラ１より速く設定されている。
【００１６】
次に、上記構成を有する給紙装置の動作について説明する。
【００１７】
まず、図２を参照しながら従来技術と共通する動作について説明する。モータが回転する
と、繰込ローラ１に歯車２８～３０を介してモータの駆動力が伝わり、原稿９が繰り込ま
れる。尚、歯車３０と繰込ローラ１とは、軸２５を介して駆動力が伝わる。
【００１８】
繰込ローラ１が基準面４側に偏った位置にあるため、幅決めガイド３と基準面４との間隔
よりも幅の狭い原稿９は、矢印１６方向にモーメントが発生し、原稿９の先端側が基準面
４と反対方向（方向１７）にずれ始める。また、使用者が、方向１７に傾けて原稿９をセ
ットすることによって、繰り込む前に既に原稿が傾いている場合もある。従来の技術では
、原稿９を繰り込む際に、主走査方向４０に対して傾けて実装した繰込ローラ１によって
、原稿先端側の側端部を基準面４側に押し戻して原稿９の傾斜を補正する。
【００１９】
本発明は、上記従来技術における原稿の傾き補正動作に加え、別の作用によってその補正
力を追加するものである。その動作について、図１、図３及び図４を参照しながら説明す
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る。
【００２０】
　図２に示した動作に引き続いて、図３に示すように、原稿９が送りローラ２に到達する
と、送りローラ２は、繰込ローラ１より速い速度で原稿を引っ張るため（引張力１０）、
繰込ローラ１には自身の軸方向の力１１（引張力１０の分力）が生じ、傾斜している繰込
ローラ１は、徐々に方向１４にスライドして行く。その後、原稿９の後端が繰込ローラ１
を通過する瞬間、繰込ローラ１は前述の力１１から開放され、図４に示すように、圧縮ば
ね１２によって方向１５にスライドし、初期位置に戻る。この時、繰込ローラ１と次原稿
２７との間の摩擦力によって、原稿２７に対して、前述の本発明の原稿傾きの補正力が作
用した上でさらに、繰り込み時には、従来技術における補正力が働き、結果的には、二重
の補正作用が働くこととなる。
【００２１】
繰込ローラ１を定位置まで戻すための圧縮ばね１２は、実施例で説明した圧縮ばねの他に
、弾性を有するゴム類や板ばねを実装することによって、同様の役割を持たせることもで
きる。
【００２２】
また、繰込ローラ１より送り速度を速く設定するローラは、実施例のように送りローラ２
でなくとも、繰込ローラ１より下流側のローラであれば、送りローラ２より下流側にある
搬送ローラ２０、２２とすることもできる。但し、この場合には、送りローラ２と搬送ロ
ーラ２０、２２との間の原稿の引っ張り合いを防止するため、送りローラ２の軸にワンウ
ェイクラッチを追加したり、電磁クラッチを用いて送りローラ２と繰込ローラ１への駆動
を決められたタイミングで切断する手段が採られることがある。
【００２３】
そのような場合には、原稿９が搬送ローラ２０、２２に到達した後、送りローラ２は、原
稿９によって引っ張られ、かつ搬送ローラ２０、２２の送り速度で連れて回転するため、
その駆動及び送り速度が歯車２８～３０を介して繰込ローラ１にも同様に伝わる。そして
、結果的には、目的の繰込ローラ１に対する送り速度差を設定することができなくなる。
このような場合には、上記直列伝達方式を並列伝達方式に代えること等によって、繰込ロ
ーラ１と送りローラ２への駆動伝達系を分ければよい。
【００２４】
【発明の効果】
以上説明したように、本発明によれば、薄い原稿の通紙性を損なうことなく、必要な補正
力を設定することが可能な給紙装置を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明にかかる給紙装置の一実施例を示す断面図である。
【図２】図１の給紙装置を示す平面図である。
【図３】図１の給紙装置の動作を説明するための平面図である。
【図４】図１の給紙装置の動作を説明するための平面図である。
【図５】従来の給紙装置の一例を示す平面図である。
【符号の説明】
１　　　繰込ローラ
２　　　送りローラ
３　　　幅決めガイド
４　　　基準面
５　　　軸
６　　　繰込ローラ支持部
７　　　原稿束
８　　　原稿
９　　　原稿
１０　　引張力
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１１　　引張力の分力
１２　　圧縮ばね
１４　　繰込ローラのスライド方向
１５　　繰込ローラのスライド方向
１６　　モーメント発生方向
１７　　原稿先端側傾斜方向
１８　　繰込方向
１９　　分離ローラ
２０　　搬送ローラ
２１　　読取部
２２　　搬送ローラ
２３　　読取ローラ
２４　　搬出ローラ
２５　　軸
２７　　原稿
２８　　歯車
２９　　歯車
３０　　歯車
３１　　原稿
４０　　主走査方向
４１　　原稿送り方向

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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